
 
 

全学を挙げて薬物追放キャンペーンを実施 

― 本学学生の逮捕を受けて、「薬物事件再発防止対策本部」を設置 ― 

関西大学では、本学学生の大麻取締法違反容疑による逮捕を受け、５月２１日付で、「薬物事件再発

防止対策本部」を設置しました。今後、同対策本部では、全学的に有効かつ適切な再発防止対策を企

画・立案し、実行に移していきます。 

なお、本日（５月２２日）、第１回の会議が開催され、以下の活動を行うこととしましたので、取り

急ぎお知らせいたします。 

 

１ 授業時における専任教員からの指導（実施中） 

  ５月２２日から、授業の冒頭で専任教員が学生に対し、次の３点について説明し、指導を行って

います。 

(1) 事件に動揺することなく、勉学に集中してほしいこと 

(2) 薬物の恐ろしさと危険性について理解し、誘惑されることのないように注意してほしいこと 

(3) 薬物に関する学内外の相談窓口をホームページに掲載しているので、必要に応じて利用してほ

しいこと 

 

２ 学生・教職員による啓発ビラの配布 

  千里山と高槻の両キャンパスで、学生・教職員有志によるビラ配布を次のとおり行い、薬物に対

する注意喚起を行います。 

(1) 日時：５月２３日（金）、２６日（月） ※これ以降は今後検討のうえ実施します。 

８時45分～９時15分、12時20分～13時00分 

(2) 場所：千里山キャンパス正門、高槻キャンパス管理棟付近 

 

３ 啓発ビデオの上映 

(1) 日時：５月２３日（金）、２４日（土）、２６日（月） ※これ以降は今後検討のうえ実施します。 

     各日３回上映（12時10分、14時30分、16時10分） 

(2) 場所：千里山キャンパス 総合学生会館「メディアパーク 凜風館」１階学生ラウンジ 

 

４ 課外活動団体に対する啓発（実施中） 

  各クラブの顧問等の指導者から学生に対して注意喚起と指導を行います。 

キャンパス情報 
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  各種公認団体数：体育会44部、文化会34部、学術研究会24部 その他59部 合計161部 

 

５ 警備員・教職員によるキャンパス内パトロールの強化 

  体制が整い次第、実施する予定です。 

 

６ 今後予定している活動 

(1) 有識者による講演会の開催 

(2) 学生による学生のための「ＮＯ ＤＲＵＧ」活動の展開 

(3) その他 

※今後の活動については、詳細が決定次第、お知らせします。 

 

■ 「薬物事件再発防止対策本部」について 

１ 趣  旨 

学校法人危機管理規程を準用し、薬物事件再発防止対策本部を設置する。 

２ 任  務 

学生による薬物事件の発生に伴い、学内組織間の連携により、全学的に有効かつ適切な再発防止

対策を企画・立案し、実行することを任務とする。 

３ 構  成 

  危機管理最高責任者 理事長  森本 靖一郎 

  危機管理総括責任者 学 長  河田 悌一 

  危機管理責任者   副学長  芝井 敬司     ほか関係役職者 計１６人 

 

■ 危機管理責任者 芝井敬司副学長（総務・学生担当）のコメント 

  これまでの薬物防止対策が必ずしも十分でなかったことを真摯に反省し、今後のさまざまな取り組
みを通じて、学生には薬物乱用の恐ろしさをより強く訴えるとともに、学生としての本分を自覚し、

良識ある行動をとるよう指導を徹底したいと考えています。今回のような事件が２度と起こらないよ

う、全学を挙げて取り組んでいく所存です。 
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